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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 ねずみ・衛生害虫防除 所
管

健康部

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

昭和

生活衛生課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

法令（義務）

都

２５年度

295

　

ねずみ・衛生害虫の発生状況調査や防除方法の指導等により、感染症の発生を抑制する。

件実地調査件数

相談受付件数 309

420

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

公園等における衛生害虫発生状況調査及び必要に応じての薬剤散布実施　

[終了予定]

一部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

（１）公園や公共下水の雨水マス等、区民の自主的防除では解決できない場所に対して、衛生害虫の発生源調査や衛生指
導を行うとともに、必要に応じて、駆除業者に委託して薬剤散布を実施する。
（２）ねずみ・衛生害虫の相談受付及び効果的で事故の起こりにくい防除方法の指導を行う。

 [施　　策]

区民全般

件

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

440

290

424

390

443

なし

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

発生状況調査の結果を踏まえ、効率的に衛生害虫防除を実施している。また、衛生害虫の発生調査及び薬
剤の備蓄には東京都の補助金を利用している。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 11,596 10,438 9,348

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

衛生害虫が媒介する感染症の予防に努めるために、平常時より調査、防除が必要である。また、衛生害虫が
媒介する感染症発生時等の緊急の際に使用する薬剤を備蓄する必要がある。

維持

評
価
結
果

衛生害虫の発生防止効果の評価は困難だが、実地調査件数等活動指標については計画通り実施しており、
一定の目的は達成している。

3 衛生害虫の発生状況調査には専門性が求められるため、専門業者への委託が適当である。また、緊急時へ
の対応として一定の薬剤の備蓄も必要である。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

今後もウエストナイルウイルス等衛生害虫が媒介する感染症の発生に備えるため、平常時の
発生源調査及び防除を行うとともに薬剤の備蓄を進めていく。

薬剤の散布については、区民の健康や地域環境への影響を軽減させるため、衛生害虫発生状況調査をメインとする。
その結果に基づき、使用場所及び使用量を定め、薬剤の散布は必要最小限とした。

目的達成度 4

必要性

6,817

4,886 4,885

0

12,800 11,702

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

0

2,362 2,354

0

4,886 4,884

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

衛生害虫発生防止が目的であり

数値化することは困難である。

指標の名称

7,914

0

14,282

　決算額　　(単位：千円) 5,280

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

9,001

5,281

0

378

2,308


